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野生動物の捕獲通報装置の開発について 
Development of capture reporting device 

 

坂庭浩之 

 

Ⅰ はじめに  

ニホンジカをはじめ野生動物の捕獲の推進が求められている。環境省と農林水産省は「抜本的な鳥

獣捕獲強化対策」（平成 25 年 12月）を共同で取りまとめ、「ニホンジカ、イノシシの個体数を 10

年後（令和５年度）までに半減」することを当面の捕獲目標としている。 

罠を使った捕獲では、罠の設置後に毎日の見回りが必要であり、捕獲作業の中で大きな負担となっ

ていることからその負担を軽減させるため、野生動物が捕獲されたことを自動的に通報する装置とシ

ステムの開発を行った。 

 

Ⅱ 開発の目的 

長期定点捕獲法（坂庭,2019）を普及するにあたり、罠の見回りを省略するため、罠が動作したこ

とを通知する装置を開発した。また、通知を SNS に投稿するためのバックエンドを構築した。 

捕獲通報装置として市販されている製品は複数種（農林水産省 2021）あるが、購入単価が高価で

月額利用料が高いなど、普及の障害になっている。 

一方で、携帯電話通信サービスの多様化により、低速通信を使った IOTデバイスが低廉で提供さ

れてきたことから、市販された IOT デバイスを利用しこの問題を解決することが可能となった。しか

し、入手可能な IOTデバイス（SORACOM LTE-M Button Plus（以下：ユニット：図１））には屋外利

用は想定しておらず、捕獲通報装置として利用するためには防水ケースが必要であり、簡易な防水ケ

ースを開発することとした。また、捕獲通報を SNSに自動的に投稿するバックエンドを合わせて構築

した。 

 

Ⅲ 製作方法 

１ 外装の製作 

 塩ビパイプ V C40、掃除口、キャップ等を使用し、防水外装を作成した。捕獲を探知するために、

紐を引くことでマグネットスイッチが動作する構造を合わせて組み込み込んだ（図２：最終ページに

掲載）。完成品は図３のとおりであり、下部の塩ビ切り欠きのある部分が矢印方向に引かれること

で、内部のマグネットスイッチが動作し、通報が発報される。 
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２ バックエンドの構築 

 ユニットから発報された電波は、SORACOM社のデータサーバーに送られ、Amazon Web Server を経

由し個人あてにメール送信される。また、Microsoft Azure を経由して Twitterに投稿される（図

４）。これにより捕獲情報は、ユニットから E-mail(図５)や Twitter(図６)のような形で、関係者に

通知される。LINEなどへの投稿も可能であり利用者の使い勝手に合わせ構築することが可能である。 

 

 

 

                    

  

Ⅲ 結果 

作成された捕獲通報装置は赤谷プロジェクトで３台、川場村捕獲事業において２台を活用し、実用

性を評価した。担当者からは紐を引くだけでスマホに通報が来るので、使い方が簡便で活用しやすい

旨の意見をいただいた。 

また、本技術は知事戦略部デジタルトランスフォーメーション課において、80台を製作し県内の有

害鳥獣捕獲隊に貸し出され運用されている。デジタルトランスフォーメーション課が管理している 80

台については、令和３年度まで継続して利用し、その後に活用状況を調査することとなっている。 

図４ バックエンドの構成 

 

E-mail 

Twitter 

図５ E-mail受信例 図６ Twitter 投稿例 

図１ ユニット 

図３ 完成品 
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Ⅳ 考察 

野生動物が捕獲されたことを関係者に通報する装置は、多くの製品が発売されている（農林水産省 

2021）。論文記載時点で７社のシステムが掲載されており、その中で SORACOM LTE-M Button Plus

（ソラコム社）のユニットを利用した。このユニットは、LPWA（Low Power Wide Area）の一種であ

る LTE―M規格を利用しているため、通信速度が遅いものの、省電力の特徴を有している。Auネット

ワークを利用したセルラー系 LPWAであるこのユニットは、全国規模の広域なカバー範囲を有してお

り、人家周辺で行われる有害鳥獣捕獲には全国的に利用可能なものといえる。優れた点として、単４

電池２本で 100 回以上の発報が可能であることや、バッテリー残量を通報と同時に確認できるため電

池交換時期もわかるものとなっている。 

本研究では捕獲現場で使用するには防水機能を有する外装の作成し、通報を受信するためのバック

エンドを構築した。ユニットの単価は１万円以下であり、塩ビ管による防水ケースを作成しても材料

費としては 3,000円以下で作成できる。また、毎月の通信費は 100円の基本料に加え、１回の通報が

１円以下のコストで運用可能である。 

今回の研究は、低コストで現場活用できる捕獲通報装置を構築することであった。非常に低廉な通

報装置を構築することができ、利用者にわかりやすいバックエンドが構築できたことが成果と言え

る。 

また、塩ビ管による防水ケースの製作マニュアルを公開し、技術資料とするために詳細な情報を公

開した。 
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